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 薬局（医療安全管理部門兼任）の柏原由佳と申

します。「医薬品安全管理責任者」の立場より、

ご挨拶申し上げます。私は、平成２７年３月１日

より昭和大学病院 医薬品安全管理責任者を拝命

いたしました。「医薬品安全管理責任者」は、医

療法によりその設置が義務付けられた「病院に設

置される医薬品の安全使用のための責任者」であ

り、当院では薬剤師が務めています。 

 最近、効き目の鋭い医薬品や後発医薬品の普及

が増えたため、効果と副作用のバランスや名称・

デザインの違いについて、安全対策をより強化す

る必要があります。そして近年、医薬品のリスク

を低減するための取り組みを医薬品ごとに文書化

した「医薬品リスク管理計画（Risk Management 

Plan：RMP」が策定されました。医療従事者は、

RMP の内容を把握し、それぞれの医薬品にどのよ

うなリスクがあるかを理解して適正使用に活用す

る義務があるのです。 

 医薬品安全管理責任者は、医薬品の安全使用の

ための手順書の作成、手順書にそった業務の実施

状況の把握、薬学的観点からリスクを解説する職

員研修、医療事故・行政からの通知などの医薬品

情報の収集・発信など、医薬品の安全確保のため

の業務改善を行っています。  

 昨年、ある医療機関において、造影剤投与ルー

ト違い・筋弛緩薬調剤過誤・カリウム製剤のワン

ショットなどの重大な

医療事故がありました。

対岸の火事と思わず気

を引き締める必要があ

るわけですが、当院の医

薬品に関するインシデ

ントは全体の約 40％を

占めています。これらの

事例をもとに、医療安全管理部門で協議のうえ具

体的改善策を考案し、手順書を改訂しています。

例えば、手術前に中止すべき医薬品が中止されず

に手術が延期になったインシデント事例から、患

者さんの持参薬に観血的操作時に休薬が必要な医

薬品があった場合は、持参薬確認票に該当薬を明

記するように改訂しました。また一部の診療科で、

外来患者さんが服用している薬やサプリメントに

ついて薬剤師が面談し、術前に休薬が必要なもの

の有無を医師や看護師に情報提供しています。 

 ２０１５年に医薬品の安全性の向上を目指した

「日本医薬品安全性学会」が設立され、医薬品の

安全使用について、社会の意識はますます高まっ

ていると感じます。患者さんが安心して医療を受

けられるよう、医薬品の安全使用につきまして、

今後ともご協力賜りますよう、何卒宜しくお願い

申し上げます。 

病 院 だ よ り   2015年 11月号  第 336号 

医薬品安全管理責任者からのご挨拶  

薬局 柏原由佳 

http://www.showa-u.ac.jp/SUHE/
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 １１月１４日は世界糖尿病デ―です。昭和大学病院附属東病院で

は下記の日程で血糖値とヘモグロビンA1c の測定と糖尿病・代謝・

内分泌内科の医師と看護師による相談コーナーを開設いたします。

ぜひご参加ください。 

 シンボルマークの「ブルーサークル」は、「糖尿病啓発運動への団

結」を意味しています。 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度上半期の講習会は多くの職員の方々が参加されました。平成 27 年度下半期の講習会の年間スケジ

ュールを下記に記します。医療法施行規則に基づき、医療機関の職員は年間２回以上の出席が必要です。今

年度は残り 2 回の講習会となりました。職員の方は必ず参加しましょう。 

                                                                                   

 

 

 

 

日付 講習会テーマ 時間 場所 

１１月１２日 木 事例から学ぶ医療安全/感染対策 18：00～19：00 

上條講堂 

 １月２９日 金 感染対策/医療ガス/個人情報 18：00〜19：00 

医療安全感染対策講習会のお知らせ 

 

世界糖尿病デー イベント開催のお知らせ 

 

・日 時：11月１２日（木） 

     9：00～15：00 

・場 所：昭和大学病院附属東病院 

・内 容：①血糖値、ヘモグロビン A1ｃの測定 

及び動脈硬化検査 

     ②糖尿病に関する講演 

・対象者：一般の方々、当院職員、他 

 

世界糖尿病デ―とは・・・ 

 ２００６年、国連総会において国際糖尿病連合より

要請があった「糖尿病の全世界的脅威を認知する決

議」を全会一致で可決しました。同時に国際糖尿病連

合ならびに世界保健機関は、インシュリンを発見した

フレデリック・バンチングの誕生日である 11 月 14

日を「世界糖尿病デー」として指定しました。 

 当日は世界各地でブルーにライトアップする行事

が行われています。また、世界糖尿病デー前後には糖

尿病に関するイベントやシンポジウムなどが開かれ

ています。 

 

文責：管理第一課 

文責：管理第一課 
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 80歳代の人のほぼ半数は帯状疱疹を経験していると推測されています。ひとたび帯状疱疹後神経痛に移

行するとやっかいな痛みが生涯続くかもしれません。以前から帯状疱疹後神経痛の治療は、早期に神経ブロ

ックなどで痛みを軽減して神経痛に移行しないように予防的に治療することが大切とされてきました。この

考え方は、今でも基本的に変わりません。 

近年、新しい痛みの治療薬が使用可能となりました。神経障害性疼痛のガイド

ラインに沿って使用すると一定の効果を得ることができます。それでも、完全に

除痛することは困難です。 

帯状疱疹初期には神経ブロック治療は有効ですが、神経痛に移行するとその作

用は一時的です。障害された神経を電気的に刺激するパルス高周波法や硬膜外腔

に刺激電極を植込む脊髄刺激療法は新たな治療法の一つです。 

 帯状疱疹後神経痛は高齢者に多いご病気です。副作用の多い内服薬は処方しに

くいのが現状です。一人住まいの高齢者ではさらに注意が必要です。当科では、

様々な治療法のうち、社会的背景なども考慮して最適と考えられる治療法を選択

しています。治療にお困りでしたら、いつでも患者さんをご紹介ください。 

                        

                      昭和大学病院・附属東病院 麻酔科 教授：大嶽浩司 

                                      准教授：信太賢治 

 

 

 

平成 27 年 10 月 1 日（木）に、台湾長庚病院救命センターより 2 名の医師を迎え、昭和大学病院救急医

学科や麻酔科医師の案内により、救命救急センターや手術室、ICU および DMAT 車にて東京消防庁第二消防

方面本部消防救助機動部隊を視察されました。 

 

     

開会式での集合写真                手術室の見学の様子 

 

文責 管理第一課 

 

中華民国視察団による病院視察 

 

帯状疱疹後神経痛の治療について ～ペインクリニックについて～ 

 

 



4 

 

 

  

     

     

    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日頃より業務運営にご協力頂き誠にありがとうございます。私どもの業務は決して目立つ仕事ではご

ざいませんが、安定した供給を行い、職員の方々が少しでも気持ちよく作業できるよう職員一同精進し

てまいります。今後ともご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

部署紹介【大学病院 洗濯室】 

フランスベッド㈱ 営業担当：関口博之 

 

 

 

私共は入院棟地下２階にあります洗濯室にて洗濯室業務

を受託しております。メンバーは、男性１名、女性４名の計

５名で業務を行っております。業務内容は、病院内の布製品

やユニフォームの洗濯、外部洗濯工場への受け渡し、洗濯物

の集配になります。 

管理課のご指導の下で、日々清潔な商品を供給できるよう

努めております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院内から回収してきた

不潔物を洗濯機に詰め込

みます。布製品はまとまる

と重くなり、結構な力仕事

です。 

洗濯が終わったら乾燥

です。乾燥機の内部温度

は 90℃を超えます。 

夏場は厳しいです。 

乾燥が終わったら、せっせと

たたみます。 

早くお届けしないと・・・ 

♪作業風景♪ 

メンバー５名＋洗濯機２台＋乾燥機２台 

いつでもフル稼働で頑張っています！ 
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 平成 27 年 9 月 26 日（土）15 時から中央棟１階エントランスホールにて、第 68 回院内コンサートを

開催いたしました。今回はアンケートで毎回希望の多かった JAZZ。元ボランティアさんのご主人が率いる

２つのグループが演奏を申し出てくださいました。楽器で自己紹介をするオリジナル曲「マイネームリサウ

ンズ」などシャレたテクニックとハスキーボイスに酔いしれたひととき。最後はグループメンバーの２才の

お嬢さんから花束が手渡され、温かい雰囲気に包まれました。 

 

奏者：①「ラティール」エレキギター、ベース、アコーディオン、チャランゴ 

    ドラム：梅津さん（リーダー） 

②「トライアングルゼロ」 

 ドラム：梅津さん、ピアノ、フルート、ヴォーカル 

       

演目：情熱大陸  

   少年時代  

   「ハウルの動く城」より人生のメリーゴーランド 

   ハナミズキ  

   ヘイジュード  

   ウィーアー ザ チャンピオン  

   アイウォントユー  

   フォーエバーほか 

   

参加者：66 名 

職 員：17 名 

ボランティア：5名 

 

 

 

♪参加された方々の声♪ 

 ・病気で落ち込んでいましたが、元気なバンドと歌声が励みに。早く治して復帰したい！と思いました。  

  ありがとう。 

 ・毎回来ています。JAZZ を楽しみにしていました。ドラムすごかった。オリジナル曲も良かった♪一  

  緒に来た方は視覚障害者で生演奏を聴く機会もなく、とても感動したと言っていました。足でリズムを 

  とったり歌を口ずさんだり、楽しんでいる様子で良かったです。 

 ・病院の外に出たような、いい気分でした。 

 ・ふとポスターを目にし、絶対聞きたいと病院近くで時間をつぶして参加。病院でこんな生演奏が聴ける  

  なんてすごい！最高でした。次回は前から確かめて、必ずまた来ます。いつまでもこのコンサートが続  

  きますように！!。 

 ・ともかく素晴らしいの一言に尽きます。Ｔシャツとジーパンでピアノを弾かれた男性がカッコよかった。  

  喜寿を迎えた私にとって最高のプレゼントになりました。 

 

 

院内コンサート報告 

 

 

文責：管理第一課 ボランティア担当 

2 組によるジャズ演奏 
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  診療記録や診療録管理についてご紹介しているこの連載

ですが、今回は診療記録の一つである「クリニカルパス」をご

紹介します。 

 クリニカルパスとは、患者状態と診療行為の目標、および評

価・記録を含む標準診療計画であり、標準からの偏位を分析す

ることで医療の質を改善する手法です（クリニカルパス学会の

定義）。ある疾患や診療行為に対して当院で作成したクリニカ

ルパスで診療に当たることによって、どの患者さんにも標準的

な医療を提供することができます。そして提供した医療がクリ

ニカルパス通りに実施できなかった時は分析を行い、クリニカルパスを見直しさらに医療の質を改善してい

くというものです。標準的な診療計画書ですので、全ての疾患や診療行為にクリニカルパスが適応するわけ

ではありません。入院では心臓カテーテル検査や水晶体再建術、外来では膀胱鏡検査や皮膚腫瘍切除・生検

などのクリニカルパスがあり、2015 年 9 月現在 382 件のクリニカルパスが運用されています。クリニカ

ルパスは、医療者用パスと患者用パスがあります。医療者用パスは、医療者が使用するパスでその診療に関

する全ての行為などをまとめたものです。患者パスは、医療者パスを患者さんがわかりやすい言葉やイラス

トで作成した診療計画書です。患者さん自身が目標と診療の流れを把握することによって、主体的に医療に

参加できるようになります。 

 次にクリニカルパスが運用されるまでをお話しします。まず当該診療行為に関係する医師・看護師・コメ

ディカルスタッフがチーム医療体制のもとクリニカルパスを作成し、クリニカルパス実務者委員会に申請し

ます。クリニカルパス実務者委員会は、医師・看護師・薬剤師・医療安全管理部門・診療情報管理士・管理

課・医事課のメンバーで構成され、倫理的、科学的、医療安全および医学的妥当性の観点からそのクリニカ

ルパスが適正な方法で計画されているかを審議します。そこで承認されたクリニカルパスが運用されること

になります。クリニカパスは承認後も先程お話しました実施できなかった分析の結果や医療の進歩および薬

剤の変更の時などで改訂していきます。改訂の時もクリニカルパス実務者委員会で審議が行われます。 

 最後に診療情報管理士がこのクリニカルパスにどのように関わって

いるかお話します。診療情報管理士は、主に管理と集計を行っていま

す。作成や改訂をしたクリニカルパスの申請を受け取り実務者委員会

に提出し審議を行い、承認されたクリニカルパスをオーダーリングシ

ステムに登録しています。全てのクリニカルパスのデータ管理も行い、

年 2 回のクリニカルパス委員会で実施状況の報告を行います。 

 今後、皆さんも診療の際に患者用クリニカルパスを目にするかもし

れません。患者さんと内容を確認しながら、ぜひ患者さんにも一緒に

医療に参加するよう促していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

診療録管理 Vol.10 ～クリニカルパスについて～ 

管理第二課 診療録管理係 淡谷 真里子 

 



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ご意見・要望 回 答 
回答

部署 

 視覚障害があり、用紙への記入ができ

ないので、口頭での説明をする等の配慮

をしていただきたかったです。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

 今回はご不便をおかけして申し訳ございませんでした。 

 視覚に障害をお持ちの方に限らず、常に患者さんの状態

に配慮して対応するように、改めて周知徹底いたしまし

た。 

 

管
理
第
一
課 

患者さんのご意見・要望 
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・医療安全・感染対策講習会 

   日 時：平成 27 年１１月１２日（木）１８：00～ 

   場 所：上條講堂 

   テーマ：事例から学ぶ医療安全～苦情対応～ 

 

・第６９回院内コンサート 

日 時：平成 27 年１１月１４日（土）１５：00～ 

   場 所：中央棟１階ロビー 

   出 演：昭和大学管弦楽団 

   内 容：弦楽器・吹奏楽器等、様々なグループによる演奏 

 

・医療従事者のための特別講演会 

   日 時：平成 27 年１１月２０日（金）１６：00～ 

   場 所：臨床講堂 

   演 者：日本小児科学会男女共同参画推進委員会 副委員長 

       大阪府立母子保健総合医療センター 消化器・内分泌科 部長 

       惠谷 ゆり 先生 

テーマ：医療現場におけるワークライフバランスを考える 

 

 

この 11 月に手紙を書く場合「晩秋の候」「向寒のみぎり」などが頭語に使われますが、最近はメールのや

り取りも多く、冒頭に「前略」があれば良い方で、LINE に至っては突然「お疲れ！」なども経験します。メ

ールで用件を簡単に伝えられ、素早く返信できることは確かであります。しかし、丁寧な手紙で熱い気持ち

を伝えるとしたらどう書けば良い？などと迷う人が増えることに不安を感じるのは私だけでしょうか。秋の

夜長、少々凝った手紙でも書いてみたいものです。 

門倉 光隆 

 

   

 ・患者本位の医療 

 ・高度医療の推進 

 ・医療人の育成 

 

 

 

 

ご意見・要望につきましては、メールアドレス：tayori@ofc.showa-u.ac.jp までお願いいたします。 

病院広報委員会委員： 荒川 千春、板橋 家頭夫、伊藤 亜紀子、門倉 光隆、河村 満、日下部 まり奈、 

           佐藤 久弥、田代 ゆい、田中 克巳、二木 芳人、早川 友賀、平野 勉、吉田 仁、 

           渡邊 聡（50 音順） 

編集後記 

昭和大学病院・附属東病院の基本方針 昭和大学病院・附属東病院の理念 

各種お知らせ 

 

・患者が受診しやすい、患者のＱＯＬを重視した、質の高い医療を 

 提供する。 

・地域医療機関との連携を推進し、特定機能病院としての医療を担う。 

・教育病院としての機能を充実して卒前・卒後の研修・実習及び生涯 

 教育を通して、質の高い医療人の育成を行う。 

・生命倫理を尊び、科学的根拠に基づいた高度な臨床研究を実施する。 

あ  

mailto:tayori@ofc.showa-u.ac.jp
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